
毎
週　

月
･
水
･
金
曜
日
発
行

　
　

規　
　

則

○
栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
健
康
増
進
課
）　

一

○
熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

（
県
民
生
活
総
室
）　

四

○
熊
本
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則　
　
　
　

（
農
業
団
体
金
融
課
）　

四

　

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
規
則
第
一
号

　
　
　

栄
養
士
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

栄
養
士
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
年
熊
本
県
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
、
栄
養
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い

う
。
）
及
び
栄
養
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
」

を
「
及
び
栄
養
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い
う
。
）
」

に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
施
行
令
第
二
条
の
三
か
ら
第
二
条
の
六
ま
で
及
び
第
二
条
の
八
の
規
定
並
び
に
施

行
規
則
第
一
条
及
び
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
」
を
「
施
行
令
第
一
条
、
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
及
び

第
八
条
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
条
」
を
「
第
九
条
」
に
、
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第

二
項
」
に
、
「
第
五
条
の
二
か
ら
第
五
条
の
四
ま
で
」
を
「
第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
免
許
申
請
書
の
様
式
）

第
三
条　

施
行
令
第
一
条
第
一
項
の
申
請
書
は
、
別
記
第
一
号
様
式
と
す
る
。

　

（
名
簿
訂
正
申
請
書
及
び
免
許
証
書
換
え
交
付
申
請
書
の
様
式
）

第
四
条　

施
行
令
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
栄
養
士
名
簿
の
訂
正
又
は
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

　

る
免
許
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
は
、
別
記
第
二
号
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
免
許
証
再
交
付
申
請
書
の
様
式
）

第
五
条　

施
行
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
別
記
第
三
号
様
式
に
よ

　

り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

（
登
録
抹
消
申
請
書
の
様
式
）

第
六
条　

施
行
令
第
四
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
栄
養
士
名
簿
の
登
録
抹
消
の
申
請
は
、
別

　

記
第
四
号
様
式
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　

別
記
第
一
号
様
式
か
ら
別
記
第
四
号
様
式
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
規
則
第
二
号

　
　
　

熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

熊
本
県
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

　

第
七
条
の
二
か
ら
第
七
条
の
七
を
削
る
。

　

第
八
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
行
う
も
の
と

　

す
る
。

　

一　

環
境
生
活
部
の
少
年
育
成
事
務
を
担
当
す
る
職
員

　

二　

地
域
振
興
局
の
少
年
育
成
事
務
を
担
当
す
る
職
員

　

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
で
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
も
の

　

別
表
を
削
る
。

　

別
記
第
八
号
様
式
の
二
か
ら
第
八
号
様
式
の
十
三
ま
で
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

熊
本
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県
知
事　

潮　

谷　

義　

子

熊
本
県
規
則
第
三
号

　
　
　

熊
本
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

熊
本
県
農
業
協
同
組
合
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
一
年
熊
本
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
定
款
変
更
届
出
）

第
四
条
の
二　

法
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
組
合
の
定
款
変
更
の
届
出
は
、
別
記
第
三
号
様
式

　

の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
届
出
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

変
更
の
理
由
書

　

二　

新
旧
条
文
の
対
照
表

　

三　

総
会
又
は
総
代
会
の
議
事
録
の
謄
本
又
は
抄
本

　

第
六
条
第
一
項
中
「
別
記
第
五
号
様
式
」
を
「
別
記
第
五
号
様
式
（
合
併
に
よ
り
組
合
を
設
立
す
る
場

合
は
、
別
記
第
五
号
様
式
の
二
）
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
二
項
第
四
号
中
「
各
組
合
の
」
を
「
合
併
を
議
決
し
た
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
二
項
第
五
号
中
「
各
組
合
の
」
を
「
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十

九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
二
項
第
六
号
中
「
法
第
四
十
九
条
第
二
項
」
を
「
法
第
六
十
五
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
及
び
催
告
の
状
況
を
記
載
し
た
書
類
」
に
改
め
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

七　

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

　

第
六
条
第
三
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

設
立
委
員
の
経
歴
概
要
調
書
及
び
設
立
委
員
会
の
議
事
録
の
謄
本

　

第
六
条
第
三
項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
二
号
と
し
、
同
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第

五
号
を
第
三
号
と
す
る
。

　

第
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
信
用
事
業
規
程
変
更
届
出
）

第
八
条
の
二　

法
第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
信
用
事
業
規
程
の
変
更
の
届
出
は
、
別
記
第
七
号
様

　

式
の
二
に
よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

変
更
の
理
由
書

　

二　

新
旧
条
文
の
対
照
表

　

三　

総
会
又
は
総
代
会
の
議
事
録
の
謄
本
又
は
抄
本

　

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
信
用
事
業
」
を
「
信
用
事
業
の
全
部
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、
「
信
用
事
業
」
を
「
信
用
事
業
の
全
部
」
に
、

「
別
記
第
十
七
号
様
式
」
を
「
別
記
第
十
七
号
様
式
の
二
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
の
二
と
し
、
第

十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
信
用
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
渡
又
は
譲
受
け
の
認
可
）

第
十
八
条　

法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
信
用
事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
譲
渡
又
は
譲
受
け

　

の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば

　

な
ら
な
い
。
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第
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
五
十
条
の
二
第
五
項
」
を
「
法
第
五
十
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
出
資
農
事
組
合
法
人
の
組
織
変
更
の
届
出
）

第
三
十
一
条　

法
第
七
十
三
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
る
組
織
変
更
の
届
出
は
、
別
記
第
二
十
六
号
様
式
に

　

よ
る
届
出
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一　

組
織
変
更
後
の
登
記
簿
謄
本

　

二　

総
会
の
議
事
録
の
謄
本

　

別
記
第
三
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。
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